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官能分析－官能及び消費者製品の主張の実証に関するガイダンス 

１．規格の概要 

   

この文書は、食品と食品以外の製品に関する感覚上の主張を立証するため、及び

そうした製品を日用消費財として広告するための包装に関するガイドラインを示す

ものである。 

この文書では、感覚上の主張を他のタイプの主張からは区別している。 

この文書は、感覚上の主張の多様な実例と、その分類を示している。 

この文書では、感覚上の主張の立証のための試験に関連して、特に気をつけるべ

き問題もハイライトしている。これにはいくつかの事例研究と参考文献も含まれて

いる。 
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